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要約 : 本論文は 東南アジア地域における有機農業を支える担い手として企業経営もしくは家族経営のいず
れが中心になるかという問題意識のもとで 研究蓄積がほとんどない農企業による有機農産物の生産流通
の実態と課題の解明を フィリピンのマニラ近郊でレタス ハブ コヒ 茶の有機栽培とその販売に
先駆的に取り組んでいる株式会社 GOURMET FARMS INC GF の事例分析に基づいて試みたものであ
る一つの農企業の事例分析という限界はあるが以下のような生産流通の実態と課題が明らかになった
GFでは年間 03回もレタスを連作するため 輪作体系の導入 モミガラ鶏糞の大量投入 コヒパ
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ピンのマニラ近郊のカビテ州で レタス ハブ コ
ヒ 茶の有機栽培とその販売に先駆的に取り組んでいる


















査解析している-), .), /), 1), 2 こうした一連の調査結果に基づ
き彼らは 生態系 エコ との調和のみならず経済性 エ




























り 今後の研究成果が待たれている 注 +


















意思価格 WTP を分析し 通常栽培のキャベツに比較し








































Tropifreshや Cordillera Autonomous Region CARに
よって実施され 主要な輸出農産物へと成長していった
一方 野菜の輸入も食生活の多様化とともに +32*年以
降急激に増加し +330年には +-,,2+* t, 1.百万ドルに達し
ている品目別にはジャガイモのシェアが ,*で最も多
く 続いてマングビン +2 トマト +- にんに





場合 WTOならびにAFTA Association of South-East




















然資源調査開発会議 The Philippine Council for Agri-
culture, Forestry and Natural Resources Research and



















い そのため 本論では リフレタスの有機栽培を中心
に有機農産物の生産と流通に挑戦しているフィリピンの農
企業である GOURMET FARMS INCを取り上げ その経
営流通の実態と課題を解明し 農企業による有機農業展
開の可能性について試論を提示する
.. GOURMET FARMS INCの概要
 GOURMET FARMS INCの組織立地概要
GOURMET FARM INC 以下 グルメファムもしく
は GFと略記する は 証券取引所に登録される /年前の
+32-年に農場が開設されている 図 +に示したように 農
場が開設されたカビテ Cavite 州のタガイタイ





イタイの標高 /**mの地点に立地し /haの農地 製茶工
場 コヒ加工工場 ドレッシングや調味料の加工場















となり 他の ,つの部門の経営を支えている 直営レスト
ランは メトロマニラの繁華街ならびに農場があるタガイ
タイに計 1店舗あり 農場でとれた有機野菜 コヒ
ハブ 加工部門で生産したドレッシングや調味料を有効




0種類がある ソス .種類 ハブチズ マンゴ
チャツネ ワインビネガ ,種類 チリソスなどを生
産している
 GOURMET FARMS INCの企業形態
GFは株式会社である フィリピン証券取引委員会認証
済み会社内容説明書によれば 会社の営業内容は すべて
の農産物に関わる購買 販売 生産 商品の輸出や輸入
図 , GOURMET FARMS INCの組織構造
図 + 調査事例の位置
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卸売りや小売り 代理店 仲買 委託業務などの多様な業
務を行う会社である GFの資本金額は 授権資本額
+*,***,***ペソで 額面金額は +**ペソ 発行可能株式数
は +**,***株である 株主数は /名であり このうち引受
株式数は実質的なオナである Escalerが ,.,3/*株
,,.3/,***ペソで 残りの .名はそれぞれ +*株 +,***ペソ
である そのうちの払込金額は Escalerが 0,-,1/*ペソで
残りの .名は ,/*ペソである したがって 払込資本金額
に占める Escalerの割合は 33.2以上に達する 取締役会
のメンバは /人で いずれも株主である 会長および社
長は大株主である Escalerで +名が秘書役 +名が財務担
当取締役 ,名が平取締役であり GFは Escalerが中心の
いわゆるオナ会社である




実施されている 栽培作物は リフレタス 伝統野菜
ハブ類の -種類である 伝統野菜としては 在来ナス
ペチャイ ハクサイ ニンジン トマトチェリトマト
乾季 +*++月のみ などがあり すべて露地で栽培され
ている ハブ類は アルグラ バジル チヴェス コ








る GFには全部で +-棟 .* a のハウスがあり 2棟がレ
タス生産 -棟がハブ等の生産 水耕栽培レタスが +棟
育苗用が +棟である
アグリ +部門を担当する専任職員は +,名であり その
他に農作業が忙しい時期にはパトタイマを雇用する


















GFでは幅 +.,m *.-m 長さ -0mのプロットを一つ
の単位として生産を行っている 農場全体の圃場は 2ブ
ロックに分けられ +ブロックは平均 .*プロット 農場全
体で -,*プロット で構成されている +プロット当たり
1./gの種子を用いるため農場全体の +作当たりの必要種
子量は ,,.**g /.,2ホンド 費用 -0,30*ペソ となる
, 栽培技術
GFで栽培されているレタスの移植後の生育期間は






トに -./箱必要となる +穴 ,個体とすると +プロット
-,*3.株 +* a当たり /1,,-3株 +穴にはレタス種子を +
-粒播種し ,週間後に圃場に移植する 株間約 +/ cm
で格子状に定植する
本圃施肥移植前に +プロット当たりモミガラ入り鶏
糞堆肥 /袋 +袋 /*kg を投入する さらに 移植後 ,週
間目に同一の堆肥を ,./袋 さらにその後の追肥としても
同一堆肥を ,./袋投入するすなわち +プロット当たりで




配達の場合は +袋 3ペソ 自分でとりにいく場合は /ペ
ソであるしたがって鶏糞堆肥のレタス生産全体の総投

































イロカノ人 +*名と地元住民 0名である ,名が結婚してい
るが 他 +.名は独身男性である 雇用労賃は +日現金 +2*
ペソおよび食事と飲み物を支給するため 合計 ,/*ペソ相
当になる 労働時間は 2時間である 午前 0時半から 1時
に集合して労働前のお祈りをし 1時半から作業を開始す





契約栽培の形態は ,種類である 第 +の形態は 自社農
場 *.1haでの収穫物買い上げ契約であり 第 ,の形態は
他の農場で生産されたものを買い上げる形態である
自社農業での契約セントラルファム ,./ ha
とサテライトファム 1,***m, と呼ばれる ,か所の農
場がある 契約している農家はセントラルファムが 1
名 サテライトファムが .名である セントラルファ
ムでは 契約農民 +名あたり +ブロック .*プロット が
割り当てられ レタス生産技術ならびに生産資材のすべて
を GFが提供し 生産されたレタスはすべて買い上げると











すべて GFが提供し 生産されたレタスを -*ペソで買い
上げるという方法を採用している 買い上げ価格は自社農
場での契約栽培よりも /ペソ高いが この /ペソには土地
代金と潅費用が含まれている
PNP Philippine National Police 農場フィリピン
国家警察の農場で + haの契約栽培を実施している その
他の農場と同様に 生産資材と栽培上のノウハウを GFが
提供し 生産物を買い上げる方式を採用している 生産を
担当するのは .人の契約農民であり +人あたり +ブロッ
ク ,0プロット を担当する GFのレタス買い上げ価格
は -*ペソkgであり ,/ペソを契約農民が受け取り /ペ
ソを地代 潅費用として PNPが受け取る
CSU Cavite State University 農場CSUが保有
しているハウスを利用した契約生産を実施している ハウ
スの規模は +,-.mであり 水耕栽培を行っている +棟
のハウスではレタスが生産され -*ペソkgで買い上げて
いる 生産量は -か月で +,***kgと推定されている 他の
+棟のハウスではハブが栽培され ,/ペソkgで GFが
買い上げている




































































1. GOURMET FARMS INCの財務成績
 GOURMET FARMS INCの財務成績の概要
ここでは フィリピンの証券取引委員会 SEC に報告
された +330年と +331年の損益計算書 表 , 貸借対照表





総利益は 2*-万ペソ 0*2万ペソとなっているが 営業費
用ならびにその他の所得や負担を含めると +330年の純損
益は +-*万ペソ +331年 ,/*万ペソと赤字になっている
とりわけ +331年の赤字が大きくなっているが その主要
な要因は 役員報酬 不良債権の償却 経営コンサルタン
ト等の専門家への相談料 税金 賃料光熱水道費 宣伝
費などの増加であり 積極的な経営展開の成果ともいえ





金 売掛金 卸資産は いずれも +330年に比較して減少
し 全体で 0**万ペソの減少となっている その一方で有
形固定資産の評価額が +330年の -,/,.万ペソから +331年
には /,3*3万ペソへと ,,-2/万ペソも増加し 総資産では
+,13.万ペソの増加となっている 流動負債は -**万ペソ
増加しているが 長期債務 役員株主からの借入金がか
なり減少したため 総負債は 0,,.1万ペソから /,+22万ペ












ピン証券取引委員会 SEC が主要 /,***企業の財務成績
の概要を報告している年報 PHILIPPINES /,*** +333 よ
り抽出したものである /,***社の中に作物生産を中心と
した農企業は ,*社 畜産関連の企業が ,/社の計 ./社存
在する
表 .は これらの ./社の財務成績を 販売金額 利益




の総販売金額は ,,/1/万ペソであり 上位 /,***社には入
らない /,***番目の企業の販売金額は約 /,***万ペソであ
る
利益率は /以下が +3社 /+*が 1社 +*以上が
.社であり農企業の利益率はそれほど高いとはいえない




























の場合は 有機栽培で生産されたものではない 現在 GF
では虫害については独自の害虫忌避剤を開発して投与した


























































る 輸入は +311年頃から始まり +32-年までは徐に増加







































































応じたパッケジング 例えば カット野菜の販売 多種
類の有機野菜の組み合わせパック 小家族用のパックな










いて考察する まず 日本の場合 伝統的に有機農業は
生産者の食の安全性や近代農法に対する疑問などの高い目
的意識と そうした生産者に対する消費者の高い信頼に基





消提携 に大きな影響を及ぼすであろう すなわち 有機
農産物の広域流通が可能になり 消費者が気軽に有機農産
物をスパで買える体制が整備されたとみなすことがで
きよう しかし こうした新しい流通体制の下でも 有機
農産物生産の中心的な担い手として企業的な経営体を想定
することはできない その最大の理由は 移植 除草 収
穫などで大量に必要となる労働力の確保が困難であるとい
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Subjects of Production and Marketing of Organic
Farm Products by Agribusiness Farm : A Case
Study of a Philippine Firm
By
Toshiyuki MONMA*, Akimi FUJIMOTO*, Loida E. MOJICA**, Reynaldo L. TAN**,
Rie MIYAURA* and Takaharu KIHARA*
(Received February ,,, ,**+/Accepted June +., ,**+)
Summary : This study clariﬁes the actual conditions and the problems of production and marketing
of organic farm products by agribusiness in the Philippines. Through a case study of GROUMET
FARMS INC (GF), the following issues could be identiﬁed in the promotion and the sustainment of
organic vegetables by agribusiness.
+GF has been continuously cultivating lettuce, six to nine times a year. Therefore the most
important problem in organic production is how to maintain soil fertility by adopting crop rotation
system and applying a large quantity of chicken manure and co#ee pulp. An e#ective alternative
method is to enlarge lettuce production on contract farms in the surrounding area, while gradually
establishing crop rotation system on own farm.
,The following three marketing strategies appeared to be e#ective for enlarging and stabilizing
the farm management : a) increased demand at restaurants under direct management ; b) increased
customers by establishing quality management system ; and c) setting up a special corner for organic
products in supermarkets.
In Southeast Asia while weather conditions favor the incidence of disease and insect damage,
there are many problems challenging family farms of small scale, limited funds and low technology,
for successful development of organic farm production and marketing. As is clearly indicated by the
case study on the GF, development in organic farming can be expected from the increased production
both on own farm and through a contract system by an agribusiness of high capability in technology,
funding and marketing.
Key Words : organic farm products, agribusiness, leaf lettuce, Philippines
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